
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設名】の管理に関する年度協定書（案） 

（令和●年度） 

資料２－４ 





 

 

 

【 施設名 】の管理に関する年度協定書（令和●年度） 
 

伊賀市（以下「甲」という。）と○○（以下「乙」という。）とは、令和●年●月●日に締

結した【 施設名 】の管理に関する基本協定（以下「基本協定」という。）に基づき、【 施

設名 】の管理に関する年度協定（以下「本協定」という。）を締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 本協定は、本施設の管理に関し、令和●年度の業務内容及び指定管理料の詳細を定

めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 本協定における用語の意義は、基本協定において使用する用語の例による。 

 

（業務内容） 

第３条 甲及び乙は、令和●年度の業務内容は、【 基本協定第 10条 又は 包括協定第８

条 】に定めるとおりであることを確認する。 

 

（評価指標及び達成水準） 

第４条 甲及び乙は、乙による本施設の管理が設置目的の達成に向け適切に行われるよう、

令和●年度の評価指標及びその達成水準を次のとおり定めることを確認する。 

評価指標 達成水準 

  

  

  

 

（指定管理料の額） 

第５条 令和●年度における本業務の実施に係る指定管理料の額は、●●●●●●円（消費

税及び地方消費税を含む。）とし、四半期ごとに支払うものとする。 

２ 前項の規定により四半期ごとに支払う指定管理料の額は、次のとおりとする。 

区分 支払額 

第１四半期 ●●●●●●円 

第２四半期 ●●●●●●円 

第３四半期 ●●●●●●円 

第４四半期 ●●●●●●円 

 

（指定管理料の支払） 

第６条 乙は、指定管理料の支払いを受けるに当たり、請求書により甲に請求するものとす

る。 

２ 甲は、前項の規定による請求があった日から●日以内に乙に指定管理料を支払うもの

基本協定又は包括協定のうち該当するものについて記載すること。 



とする。 

 

（本協定に定めのない事項） 

第７条 本協定に定めのない事項については、第一義的に【 基本協定 又は 包括協定 】

によるものとし、基本協定に定めのない事項については、甲と乙との協議の上、これを定

める。 

 

本協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙それぞれ記名押印の上、各自その１

通を保有する。 

 

令和●年●月●日 

 

甲 

所在地 伊賀市四十九町 3184番地 

名 称 伊賀市 

代表者 伊賀市長  岡 本  栄  印 

 

 

乙 

所在地 ○○ 

名 称 ○○ 

代表者 ○○     印 

 

基本協定又は包括協定のうち該当するものについて記載すること。 


